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は じ め に
現在の日本に見られる社会問題は, 日本固有の問題ではなく, ドイツ連邦共和国 (以下ド
イツ) にも同様に起こっている｡ 少子高齢化で高齢者世代が増えているが, 核家族化が進み,
地域のつながりも弱くなっている状況の中で高齢者の孤立化が問題になっている｡ また, 支
援の必要な高齢者も増え, 公的な介護サービスの不足が言われている｡ 一方, 子どものほう
に目を向けると, 子どもの人数が減少しているにもかかわらず, 保育施設が不足し, 待機児
童が増えている｡ 子育て等に悩み親の孤立も増えている｡ こういった問題に対して単に公的
サービスを増やすだけでは解決しないだろう｡ 特に ｢孤立｣ ということに関しては, 高齢者
だけでなく, 親, 子どもの孤立も同じように社会問題として挙げられており, どう孤立化を
防ぐかが重要になる｡
ここで近年注目を集めているのが, 世代間交流の研究であり, 日本ではまだ始まったばか









ドイツでは, 最近, 世代間交流に焦点をあてた福祉的施策を行っており, その一つに ｢多
世代ハウスプロジェクト｣ というものがある｡ 地域に根差した多世代ハウスは, 子育て支援
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係から―』 信州大学教育学部紀要, 第112号, 2004, p. 99100.
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世代ハウスプロジェクト｣ があり, これは, 既に運営されている福祉施設がいくつかの条件










を分析し, 1968年に政府に提出した｡ 第二報告書 (1975年) からは専門家による委員会が組




じられていた｡ 核家族 (親と子どものみ) が ｢完全家族｣ とされ, ひとり親家族は ｢不完
全家族｣ と命名された｡





3) 上田有里奈 ｢ドイツにおける新たな家族政策と多世代ハウスプロジェクト (研究ノート)｣ 『経済学




家族理解に変化が見られ, 多様性や可変性が認められ, 政策立案の基本になった｡ 完全・








次の SPD・同盟 / 90緑の連立政権で同年に育児休暇制度が ｢親時間｣ へと改定され, パー
ト労働法も認められ, 両親双方の仕事と育児の両立を可能にする政策が施行された｡ 2002
年の選挙にも SPD・同盟 / 90緑が勝ち, ３歳児未満への保育や全日制学校の拡充など低い
出生率や女性の就業率への対策がなされた｡ 初めて少子化対策の視点からの新しい家族政




が ｢男女・世代を超えて, お互いに責任を引き受ける共同体｣ として捉えられた｡ そして,
このような家族が保障されるためには社会全体で家族を支援する環境を整えていくことの





｢多世代ハウスプロジェクト｣ を開始した｡ それは, 新たに施設を作って展開するというも
のではなく, すでに存在している施設を利用し, その地域の福祉サービスを拡大させるもの
であった｡ もともと地域で運営されている施設のため, 母体としては, 家族向け支援, 保育
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2006年より現在まで３期のプロジェクトが実施されている｡ ｢第１期多世代ハウスプロジェ
クト｣ は2006年～2011年, ｢第２期多世代ハウスプロジェクト｣ は2012年～2016年, ３期目
は ｢連邦プログラム・多世代ハウス｣ は2017年～2020年である｡









出典：BundesministeriumsFamilie, Senioren, Frauen und Jugend ‘Where people of all Generations meet.























は, ｢４つの世代｣ (子ども, 青少年, 大人, 高齢者) のインクルージョンと ｢地域｣ が強調
されている｡ ｢多世代ハウスでの世代間交流は家族外で日常的な知識や能力を次の世代へ繋
ぎ, 融和を増進し, 地域の一致団結を強める｣ と書かれているように, 以前は大家族や村
社会が持っていた役割を多世代ハウスでの世代間交流が担うという目標が示されている｡ 上
田7)は ｢…伝統的な家族規模からの脱却と, これまでの閉鎖的な家族像から, 家族や個人を
社会との関係のなかで問い直すべく, 開放的な家族像への見直しが図られ, 社会全体での支
援体制の確立が進められている｡｣ と多世代ハウスの存在理由を挙げている｡
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｢多世代ハウスは, 誰でもが世代の交流を活発的に体験できる (地域の) 中心的なふれあ
いの場である｣ ことを目標に, 第１期の多世代ハウスは７つのフィールドでの活動を考えて
いる｡ そのフィールドは ｢オープンスペース｣ ｢４つの世代のインクルージョン｣ ｢多世代向
け支援｣ ｢市民参加｣ ｢地域経済のインクルージョン｣ ｢子どもの保育｣ ｢情報・サービス提供
への発展｣ である｡ 中心となっているのは図２から明らかなように, ｢オープンスペース｣
である｡
｢オープンスペース｣ は利用者が出会う共用の場所であり, ｢公的リビングルーム｣ とも
呼ばれている｡ ここでは, スタッフと利用者が分け隔てなく出会う場所でもあるため, 利用
者は気楽に相談ができる｡ スタッフは利用者の多世代ハウスについての意見も聞きやすくな
り, 活動の改善に繋ぐことができる｡ ボランティアしたい人との面接も多くの場合 ｢オープ





点が義務付けられた｡ その重点とは ｢高齢と介護｣ ｢インテグレーションと教育｣ ｢家庭向け
サポート｣ そして ｢ボランティア活動｣ である｡





知識を次の世代に繋ぐ時に大事な社会資源となる｡ BFD (連邦ボランティア制度) の若い






アルトナ)｣ を紹介する｡ 以下に, フラクスのコーディネーター, ドーネイ・アシャバス氏
へのヒアリングとその際にいただいた資料9)からまとめる｡
(１) 多世代ハウス ｢フラクス (北アルトナ)｣ の成り立ち
この施設は2008年から ｢多世代ハウスプロジェクト｣ に参加している｡ ３つの施設が連携
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8) フラクス (FLAKS) は ｢Frauen (女性)・Lernen (学び)・Arbeit (労働)・Kontakt (出会い)・Serv-
ice (サービス)｣ の略である｡
9) Flaks e.V. (2015): ‘Stark im Beruf. mi Migrationshintergrund steigen ein’. Hamburg.
Flaks e.V. (2016): ‘Begegnung Beratung Bildung 	
. Hamburg.
Informationsdienst Altersfragen
出典：Emminghaus, Staats und Gess ‘Lokale Infrastrukturalle Generationen : Ergebnisse aus dem
Aktionsprogramm 

2012 : p. 17より筆者作成.
図２ ｢第１期多世代ハウスプロジェクト｣ での７つの中心的な活動フィールド
し, 合わせて１つの多世代ハウスになるという, とても珍しい例である｡ 施設のひとつであ
る婦人団体の女性支援センター ｢フラクス｣ が多世代ハウスの名前として登録されている｡









トに期待されていた ｢お互いから学ぶこと｣ が実際に行われているそうだ｡ また, サービス






新鮮な食材で料理している｡ 朝食は約200円, 昼食は約300円, コーヒーは約70円, そしてケー
キは約50円というとてもリーズナブルな値段だったが, アルトナ区のフードバンクとの連携
によって成り立っている｡
受付, 事務室やコーディネーター室の他には, 相談室やパソコン室, クラフト室, セミナー
室, 保育室などがあり, 特定のプログラムがないときは自由に使えるようになっている｡ 相
談室では, 就職相談など個別で行われ, 奥には子ども保育のための部屋もある｡ 母親がハウ
ス内で相談を受けている間, ボランティアがその部屋で子どもの面倒をみるという仕組みに
なっている｡
｢シュピールハウス・アールゼンパーク｣ はフラクスに併設されている｡ 保育室, 運動室,
園庭があり, 主に, 乳幼児の保育や親子教室, 育児相談, 学童保育などが行われている｡
｢ビュルガートレフ・北アルトナ｣ はレストランや労働福祉協会も入っている建物で, 事























は ｢インテグレーションと教育｣ で重点を置かれている移民向けサークル (ドイツ語教室,
パソコン教室, 手芸教室), そして学校外義務教育卒業証明書獲得プログラム10)である｡ そ
れ以外にはハンブルク体験ツアー, 糖尿病相談, 生活危機相談, 就職支援, 移民ボランティ
ア教育, トルコ人母親カフェ, 認知症防止水泳や子ども保育なども提供している｡
｢シュピールハウス・アールゼンパーク｣ では, 午前中は親と未就学の子どもが交流し,
｢遊び, 楽しさ, 言語｣ などをテーマにした活動が行われる｡ 移民もそうでない家族も両方
とも歓迎されている｡ 午後になると学童保育として機能し, 学校から帰ってくる子どもはこ
の施設で友達と遊んだり, 宿題もできる｡ 料理教室, アクセサリーデザイン, ダンスクラブ
やサッカークラブにもそれぞれ週１回参加できる｡
｢ビュルガートレフ・北アルトナ｣ は, パソコン教室のほか, 歌唱指導が週何回か行われ
ている｡ また, パソコン室に本もそろえられ, 小説等の借り出しが自由な小さな図書館の機
能もある｡ ホールでは, 合唱団や市民劇団が作品を披露したり, コメディのコンテストや高
齢者向けの音楽を楽しみながらケーキなどが出るイベントなど一般市民向けに様々なイベン




















上前から BASFI (労働福祉家庭統合省) からの援助を受けている｡ また, 子どもデイケア
｢シュピールハウス・アールゼンパーク｣ は20年以上前からハンブルク・アルトナ区役所か






して, １万ユーロが設備の家賃として消える｡ したがって, 新しいサービスに使える援助金
は第２期プロジェクトでは１万ユーロしかない｡ ４つか５つほどのサービスを新しく作り出







例えば, ヒアリングを行ったフラクスにおいて, 一番の問題は, 重点トピックの ｢家庭向
け支援｣ のサービスを提供するのは難しいということであった｡ ｢家庭向け支援｣ では, 家
事支援など有料のサービスが多く考えられるが, 多世代ハウスの目標は利益を得ることでは
ない上, 有料のサービスをあまり取り入れたくない｡ 現在, ｢家庭向け支援｣ のサービスと
して唯一提供できているのは多世代ハウスの部屋の貸し出し, そして安い食事サービスであっ
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また, 現在, フラクス (2018年度)11)では, ヒアリング時と比べて, 移民向けのドイツ語教
室のクラス編成が変わったり, 健康支援の回数が変わったり, ボランティアによる法律相談





のことは未定である｡ プロジェクトの申請条件において, 自治体や企業との連携や協働, 募
金活動, 独自事業からの利益等を利用し, 安定した持続可能な資金計画が求められており,
複数の経済的資源確保しておくことが必要になる｡ しかし, 今のところ, 多くの多世代ハウ
スにおいて, 政府からの資金援助が打ち切られたらこれまで通りの活動を継続できない, と
いうことが言われている｡
























2016年まで順調に第１期, 第２期と続き, そして2017年から ｢連邦プログラム・多世代ハ
ウス｣ として生まれ変わった｡ 多世代ハウスの活動が順調に続いているところでは, 利用者
やボランティアとして参加している人々から ｢意味のあることをしている気がして, とても
楽しい｣ ｢もっと早く参加するべきだった｣ という意見があげられており, 評価査定の結果
もプロジェクトの成功を語っている12)｡
お わ り に






らではないだろうか｡ そこには, コーディネーターの力が大きく影響すると思われるが, こ
のように, 世代間交流を中心においているからこそ, 制度や支援サービスにとらわれない地
域ネットワークを作り上げていくことにつながる｡
日本では, 福祉制度はまだまだ縦割りであり, ドイツのような ｢多世代ハウスプロジェク
ト｣ には遠い道のりかもしれないが, 抱えている問題は同様で, ｢地域で支えあう｣ という
動きが近年クローズアップされている13)｡ 少子高齢化で人口減少が進み, 地域や家庭など人
の暮らしにおいて, 人と人とのつながりが希薄になり, 地域における支えあいの基盤が弱まっ
てきている中, これを再構築する, すなわち誰もが社会で役割を持ち, お互いが存在を認め
合い, 支えあうことが必要になっている｡ それができていくことで, 人は孤立せずにその人
らしい生活を送ることができるような社会になる｡ ｢地域共生社会｣ は, 制度, 分野ごとの
縦割りや ｢支え手｣ ｢受け手｣ という関係を超えて, また地域住民や多様な資源を世代や分
野を超えてつながることで, 住民一人一人の暮らしと生きがい, 地域をともに創ることを目
指すものである, と示されている｡
また, ここ数年, 地域における活動で, ｢子ども食堂｣ が急速に増えてきている｡ 様々な
の場所で様々な人たちが様々な方法で運営している状況で資金面を筆頭に当然様々なリスク
もある｡ しかし, 厚労省も ｢子ども食堂は, 子どもの食育や居場所づくりにとどまらず, そ
れを契機として, 高齢者や障害者を含む地域住民の交流拠点に発展する可能性があり, 地域
共生社会の実現に向けて大きな役割を果たすことが期待されます｣14)と認めている｡ 子ども
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12) 連邦政府のビデオ ｢他世代ハウス・全世代が出会う場所｣ より
https://www.youtube.com/watch?v=k_4SmzdGP0g (2017. 1)
13) 厚生労働省 HP ｢地域社会の実現に向けて｣
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000184346.html. (2019. 3)
14) 厚生労働省 HP ｢子ども食堂の活動に関する連携・協力の推進及び子ども食堂の運営上留意すべき
食堂に限らず, 多くの地域活動, だれでも出入りできるような居場所づくりに国は支援して
ほしい｡ そして, それらの活動が結果として世代間の交流が行われている, ということでは
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Family Support by the Multi-Generational Centres in Germany
YASUHARA Yoshiko
HEUER Karina
In Germany, social challenges similar to Japan have emerged due to the aging, fertility decline,
and social isolation. In 2006 the German Federal Ministry for Family Affairs, Senior Citizens,
Women and Youth founded the Action Programme Multi-Generational Centres encouraging
intergenerational communication in order to solve such social problems for the future. This paper
explores the social welfare project and examines its programs. The central and local governments
financially support community action programs under the conditions comprising intergenerational
exchanges among such four generations as children, youth, working adults, and seniors, local
community cooperation, and intergenerational communications inclusive of cultural exchanges.
The first two terms (Term I : 20062011, Term II : 20122016) produced quality family support
and community development outcomes ; as a result, the funding has continued to the following
term (Term III : 20172020). Yet, the financial support has not been determined to endure after
the term; and thus, the condition is unstable. Despite that, for its continuity, the multigenerational
program now is expected to play a definite role in communities and is actively facilitating to
provide local volunteers and to receive support from local enterprises. In the future, it is possible
in Japan to learn from the German case. With the perspective of multigenerational exchanges,
local communities are able develop their necessary solutions for similar social challenges.
